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問書館活動と住民意識
(卒業論文要約}

社会教育ゼミ 4年目福時正史

本稿の課題は、札幌市の阻害鎚を例にとり遅れている臨書館活動の中での市民の間書館利用状況

と図書館に対する意識の実態をつかむ ζ と、さらに実態調査の分給・結果を基礎として、今後の臼

本の公共図番館の発展方向と課題について考察するととにある。したがって、最初に西欧の国主書館

の歴史と役割、日本の臨書館の膝史を概観し、どうして日本の公共図書館活動が不娠であるのか、

その原国に対する考察を深め、次lて本稿の課題をよ b明確にするため、日本の公共阻害髪室富の現状と

札幌市立図書館の現状を概観する。そして、留著書館利用状況と意識についての実態調査の分析と考

察、をとめを行い、乙れらを基礎とし、今後の包本の公共図警館の発展方向と課題の考察を行うと

いう 4段構成をとっている。

今尽の臼本の公共図書書館の原裂は明治 5年L'C創設された文部省博物局の書籍鎚に求めみのが妥当

とされている。図番館が社会教育関係施設としてとらえられる以上、戦前の社会教育が天皐制絶対

主義体制jの確立、維持を包指す政治目的κ従属し、絶対主義官僚の手Kょっτ押し進められたこと

は、障害撃館の発展に暗い影を落とさざるをえをかった。つまり図書館構想の護点を民衆の思想統制、

忠想善導を主眼とし、それにふさわしい本を読まぜるための読書指導を行うよう念教化的役割に置

いていた。しかしとれは速効性が左く、間番館政策は結局のと ζ ろ冷淡、無視の状態に念ってしま

った。

さらにとのととは戦後の社会教育行政Uてないて、初期の公民館構想、から社会教育審議会の答申に

歪ゐまで一貫してみられる公民館重視に比較して、臨書館軽視という状況を生みだしたことの重婆

在費zgとをつてhる。そしてこの間番館政策の軽視が今日の臼本の図書館活動の不振という事態の

大き左原因と念っている。表 1は臼本の公共阻害館の 100年の歩みであ b、表2は戦後の公民館

費と公民館費・国庫補助金の比較である。

次に現在の日本の公共割審館の現状と、先進諸外国との比較にないて、どれほど遅れをとってい

るかをみてみよう。表8は臼本の公共臨書館の統計、図 lは 19 6 2年以降のB本の公共園芸芸館の

活動状況、図2は先進諸外国との比較で、各国の蔵書冊数、貸出冊数を示している。表岳は各患の

登録主主である。

以上の表、閣をもとにして日本の公共盟主撃館の簡単左まとめを行うとb よそ次のようにまとめる

ととができる。

1)図番重富の現状が非常托貧協であるとと。

先進諸外国と比較して、国書館数、蔵書察官奇数も少さとし国民が十分に利用できをい状態にあり、

そして閤民が利用し念いから図言書館も多〈主主ら主といという一つの悪循環が想像できること。

2) 1 9 6 5年与騨の盟書館の伸びが著しいとと。

す主主わち、 しだいに図毛髪舘が住民のものと;1:bつつあることである。 ζのことは19 6 3年 H中

小レポート ρが原因と念っている。つま b全留の公共図書館が力を合わせ、住民へのサーピスκ立
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表 1 図書舘の100年

明治 5年(1872)

自主{::(1875)

2 5年(1892)

3 1年 (1898)

3 2年(1899)

3 9年 (1906)

4 0年 (1907)

4 1是正 (1908) 

4 3年 (11)10)

大正 8年 (1914)

4年 (1915)

1 0年 (1921)

1 2年 (1923)

1 5年(1926)

昭和品集 (1929)

8年 (1933 ) 

1 5年 (19岳0)

1 8年(1943)

2 1年 (1946)

2 2年(1947)

2 3年C!948)

2 5年(1960)

2 6年(1951)

2 8年 (1953)

文部省審籍館を開く

東京書籍館開館

日本文庫協会創立

図書館従事者合同懇話大会開催

図書館令公布

帝国国審館新築落成 第 1罰金歯図書館長大会開催

密書館雑誌創刊

日本文庫協会を日本盟書館協会と改称、

文相「図書館施設に関する訓令Jを出す

協会新子Ij図書謂査選定を始む

協会「図書館小識 jを刊行配布

文部省図書館長教習所開設

図書館週間を実施

との年公共図書館4.33 7を数える

森清「臼本十進分類法J刊

第 1回図書館記念日(18 ) 国番館令、図書館織員令改正

左翼出版物国警鎗の書庫から消える

青年国番館員連盟「臼本目録規則」刊

日家図書館協会再建

第 1呂読書週間関〈

留立盟会密書館設立

図書館法公布

慶芯義塾大学に図書館学科開設

学校図書館法公布

2 9年(1954) 全国図書館大会で「図書舘の自白宣言J採択

3 6是正 (1961) 東大関書館近代化を進める

3 8年(1963) 協会「中小都子討になける公共密書館の運営J子1]

3 9年 (1964) 国立臨書館怨期大学設立

4 5年 (1970) 東京都「国書館政策の課題と対策J発表

「ヰLr綴市臨書館要覧昭和 50年版jより
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表 2 公民館餐と霞番館愛・国庫補助金の比較
(単位・百万円〉

ト¥
同) 告3) (A') (B' ) A A' 

公民館費 盟国館費 内(菌公箆白補助
内圏康被助

金公民館〕 金(匿番館) B B' 

昭和羽生三 2.493 951 22 14 2.6 1.5 

27 3.123 1.098 24 21 2.8 1.1 

28 3.868 1.362 129 11 2.8 11. 7 

29 4.211 1.岳 02 131 自 3.0 14.5 

30 3.667 1.378 70 自 2.6 8.7 

31 3.745 1.702 55 9 2.2 6.1 

32 4.497 1.858 57 9 2.4 6.3 

33 4.734 2.232 61 ? 2.1 8. 7 

34 5，214 2.309 76 8 2.2 9.5 

35 5.56 s 2.621 120 9 2.1 13.3 

36 7.144 3.398 1 83 9 2.1 20ω8 

37 8.230 3.830 208 14 2.1 14.8 

38 8.841 4.352 205 22 2.0 9.3 

39 9.670 4.856 27 9 25 1.9 1 1.1 

一一 r B本の教育統計」文部省より

表 3 日本の公共翻書館の統計

¥¥¥  都道府県立 市 立 IBT 立 村 立 私 立 言十

間番館数

本 豊富 58 品93 217 1晶 30 812 

分 童富 22 51 73 

耳後 長 数 1. 991 3.611 193 7 126 5.698 

うち専門職 1. 017 1. 401 62 I 55 2.53邑

蔵主撃冊数 10. 097. 110 17. 068. 920 1. 899. 113 85. 109 1. 614. 880 31. 365. 132 

年間増加冊数 652. 798 1. 679. 548 127.871 も.112 41. 154 2、505.483

主著出登録人数 414. 369 1.岳08.77!l 168. 253 4. 368 11. 699 2.007.486 

貸出術数 4. 3岳4..247 18.194. !l12 1. 437. 183 36.081 177.587 24. 1!l0. 010 

〆

4 5年度(密主撃愛
決算 千円)

483.309 1.044.307 7l. 940 2. 736 36. 734 1. 632. 658 

生6年度図書費
561. 253 1.191.573 69.44必 3. 445 38. 122 L 873. 83!l 決算 (千円)
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鴎 3 登録者数

XIO万人
X10:mf 4 年品開2冊数
16 

1 9 6 2年以降の

公共図書書館の状況

「図書館の発見J日
本放送出版協会より
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351-
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1
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ち向うととを打ち出し、それが実践され、しだいに成功をなさめているのである。

次に札幌市立国主書館の務状をみていきたいと思うが、過去10年聞の札幌市立図書館の職員数、

蔵書冊数、登録互に貸出冊数、登録者数、図審査密費と密書室主人口 100人に対する貸出術数等の

推移の統計表は紙面の関係上、残念念がらのせられ念い。そこで、主婆都市との比較表と、以上の

統計表からの現状の簡単念まとめだけを行う。

表 5は日本の主婆都市と札幌市との比較である。札幌市立臨書館の現状について簡単左まとめを

すれば次のように在ると想、う。

表 5 .:l三婆都市との比較

館 数
自転車 奉仕入

車寄 員
蔵望書 登 録 登録率

貸出冊 決算 除 籍
台数 ロ仔人〕 (千冊) 者 主主 数(守衛) (ニ行円) 官官 数

福間 1 1 945 6 71.5 1. 957 0.2 20.4 260.8 

北九州 6 4 1.053 70 455.5 32.933 3.1 503.5 19.670.4 13.235 

札幌 4 2 1.187 29 216司1 49.697 4.2 688.0 8.375‘5 3.505 

神戸 ? I 1.325 57 365.6 75.85岳 5.7 700.1 2岳.11岳5 6.736 

名古屋. 13 4 2.07 3 180 1133.9 185.458 8.9 2.966.8 67町630.8 8.577 

川崎 8 。 981 31 158.9 38.500 3.9 517.8 7.323.1 3.310 
横浜 2 2 2.573 46 303.9 48.500 1.9 506.8 17.134.0 28.200 

大阪 ? 1 2.7 17 134 379.3 71.185 2.6 960.6 53.917.9 3.459 

197 5年版「日本の図書館 jより
※O職員数は司書、司書補、一世職員の合計
O登録者数、登録芸名の中Vては団体貸出、 自動車交康を含んでい左レ、
O貸出精の中には臨休貸出、自動車文産を含んでい念¥/>0
O舘数とは中央図書館十今館(分室)である。

1) 47年以降、札幌市立臨書館は住民の身近念図芸書館施設の充実という方針を打ち出し館外施設

の開室容は急激念伸びを示し、 5 0年 5月で、 1館、 3分室、 1 1コーナーと在っている。利用状

況も ζれら施設の充実とあいまって着実念伸びをみせ、品 9年度の貸出冊数は約 80万冊、登録

者数は約 6万人を数えている。一方蔵書の充実にも努め、統、蔵書数は 21 6. 1 3 9冊と左 b市町

村立図書書館としては---ft、道内ーの規模とさとっている。

2) 本館の利用よ bも図誉主主や閣参コーナーといった、よ b市民に身近左施設の利用がきかん友 ζ

と。

3) 札幌市の図芸書館は臼本の主要都市のそれと比較し、規模、利用状況等K:t~いてほほ中期の佼援

にあみといえる。従って、この意味で札幌市立密警館のもつ問題点在り課題は、ある程度の差異は

あるにしても、ほほ呂本の主要都市の図書館のもつ問題点、課題ともいえる。

以上、上述したよう念点を据え‘札幌市K:t~ける図書鋭利用状況と意識の実態分析にはいっていと

う。調査方法、分析視点は次の通 bである。左な、臨 3は本調査に関連した札幌市国審査官分布であ

る。

(調査方法) 調査臼:昭和 50年 11月 2 0 日 ~29 日

回収日 12月1日
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最初に調査地域として、中央、琴似、手稲の8地域を選び、中央では大通、二条、創成、琴似で

は琴{以、ニ十四軒、山の手、手稲では手稲中央、鉄北と合計 8校の小学校を選び、各校とも各学年

1クラスを任意κ選択し、児童を通してその父兄の利用状況、意識を調査する、いわゆる学校調査

を行った。調査に関して、札幌市教育委員会からの協力のあったととをととに記してな〈。

8地域を選択した理由は

図8 札幌市割審査露関

中央図書コーナー

¥ーコーナー

札幌市立図番館

1)札幌市立国書館を中心κして考えた場合、調査対象と念った中央は半径約 L5Km以内、琴似は

半径約 5Km以内、手稲は半径約 1OKmの地域にあり、地域による利用状況、意識のヰ瞳が期待で

きるとと(図s参照)。

2) 比較的地域住民に身近在図書館施設が、中央には市立鴎毛髪室宮、市役所図書コーナー、中央臨書

コーナーがあ b、琴似では西区民センター図書室、手稲では手稲出張所コーナーがあり泌誠によ

る利用の相違が期待できるととo

(分析視点〕

1)謂査表の集計結果、中心年代が 80代、 40代であり、年齢差Kよる意識の相違、利用状況の

相違があをり見い出せず、年齢別の矛um度、意識の相違は結果として出をかった。
2) 職業別利用状況、意識のキ鴇も集計結果、相関は見い出せず、分析結果としては出しえ念かっ

た。

8) 従って、分析は男女別、地域別の相関を中心として行っている。

の以上s点である。

分析結果を、表、図で示ぜば表 6~9 、留品 ~l 6までのように友るが、ととでは紙面の濁係上

各表、図に対してのコメントをつけ加えるととは行念わず、 ζれらの表、図をみて全体的念傾向を

まとめてなきたいと思う o

1)現状では、図警館諸施設を利用している人は 8割程度にとどまっている。そしてその利用回数

は 8 どくまれ p あるいは明 VLl ~2度 p といった程度にとどまってj:，~lJ、をだ国書館が市民の間

に十分根をなろしてい乏いといえる。一方、札幌市民は自分の身近にある国書館施設を実際利用

し、をた今後利用するとしてもやはり岳会の身近にある国書館施設を利用しようとしている傾向
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表 6 自収・分析状況

全体配布部数 1. 8 4 2 

全体閤収部数 1. 6 2 1 

全体自収率 8 8向 0%

全体有効部数 1. 5 2 1 

分析率 93.8 % 

有効男女比率

男 (o/d 730 48.0% 

女 (o/d 791 52.0% 

区域別配布部数

中央註 662 

琴 似 684 

手 稲 496 

E域別回収部数
中央区 5 7 7 

圭手 似 615 

手 穏 4 2 9 

区域別回収慈

中央区働 8 7.2 

塁手 似(効 8 9. 8 

手 稲(俄 8 6.5 

思域別有効数

中央区 513 

童手 似 597 

手 稲 品11 

区域別分析芸名

中央区(効 8 9. 0 

童手 似(偽 Il 7. 1 

手 稲(偽 9 5.8 

区域別有効努女上七議

中央区男(鈎 4 7.4 

説明高 5 2. 6 

琴似男{ヲ自 48.6 

対.~ 5 1.4 

手穏努(φ 4 7. 9 

frJo/d 5 2. 1 

数一"
“H
V

由

立
口
一
効
一
央
似
稲

有一則
的
一
中
手

女一男一

年齢別有効部数

中央 塁手 似 手穏 言十 中央 塁手 似 手稲 計 % 言十

2 0 2 6 1 。 6 16 5 27 36 

3 0 101 133 96 330 188 21 5 154 577 887 

岳 0 1 20 138 73 331 66 61 33 160 4111 

5 0 12 10 4 26 2 4 1 7 33 

不明 8 8 23 34 8 11 21 40 74 

‘同匂 男 一一歩 ‘ 女 叩一歩

一純一



(男) (係)

表 7 どれほど札幌市立詔書館を利用しているか(地域別、男女別)

(女〕 (係)

中央 塁手 似 手稲 合計 l

どくま す工 61.2 78，0 82.4 71.0 

月に 1~2 度 24.5 14.6 17.6 19.6 

月 VC3~4 度 12.2 7.3 。 8.岳
月VC5度以上 2.1 。 。 0.9 

数
一
滋

答
一
答

回
一
昭

表 8 今後図番館諸施設を利用するか(地域別〕

中央 歪手 似 手稲 合計

65.5 61.1 84.6 66.3 

21.8 25.0 15.4 22.1 

9.1 11.1 。 8.7 
3.6 2.8 。 2.9 

中央 章表 似 手稲

自動車文庫念ら 2. 9 4. 0 7.6 

商区民センタ一国警察念ら 3 8.3 3.2 

市立国主撃館君主ら 1 5.0 5. 5 4.1 

市役所図書コーナー念ら 4.5 3. 5 1.6 

中央臨書コーナ一念ら 1 8.5 

手稲出張所在ら 3 3.9 

なぞら〈利用し左いだろう 2 9.1 24.4 2 6. 3 

わから左い 3 O. 0 24.4 2 3.4 

題 答 数 2 9 5 383 304 

部 答 芸区 96.1 9 7. 5 93. 8 

総回答偶数 313 品o2 316 
ι白幽甲山

注 上段の各数値はすべて婦である
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表 9 図書館κ対する要望(地域別)

現在の市立図書撃館は手ぜまであるのでもっと大き
念園芸撃館が 1~2 館ほしい
小さ〈ともよいから充実した間書館が症単位ぐら
¥n(iてほしい

l身ほ近し在い図書コーナー、図書室等をもっとふやして
読tを警し指し吋導、 レファイ Yスサ ピス等に力を入れて

自動車文庫の充実を望む

貸出手続、資料提供手続き左どもっと簡単にして
tましい

鴎番館職員の充実を望む

蔵書数開架図書数を増加してほしい

今のままでいい、特に婆裂は念い

わから念い

その他

回答数

回答率

総回答回数

図晶 札幌市立障害書館の利用状況(全体〕

中
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図 5 市役所国警コーナー利用状況(全体〉
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臨 6 中央国書コーナーの利用状況(中央区のみ〕

(全体) (男〉
20.2% 

ある

(女〉

回答数 51 2 回答数 242 百答数 270 

自答率 99.8% 田答率 99.6% 100% 

国 7 立百臣民センター盟書室の利用状況

25.7% ある 5.6% 
く地域別〉 / 

回答数 408

回答率骨9.8%
/ ¥ / I I ¥ 

回答数

回答率

手稲

なν、

鴎 8 西臣民センター間警護の利沼状況(塁手似、手稲だけ)
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図 9 自動車文庫、思惑コーナ一、図主客室及び館外泰仕活であるととを知っていたか(全体)
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図 11 手稲出張所コーナーの利用状況(手稲のみ〉
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図 12 
7.9% 

その他
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図 13 図書館に対する婆望(全体〉
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図 14 子供に対して図書書館をどう教えるか(教えているか)

12.5% 11.も%

(男 わからない (対

思答数 722 
回答率 98.9% 

回答数 765 
回答率 96.7'1'0 

89-



毘 15 子供K対して図書鎗会どう教えみか(教えているか)C会体)

積極百官官薮えない

国 16 積極的にどう教えるのか(全体〉

7 ‘ 4~も

溺 lていったり、定芸主主日薮支
1i:い その存在だけl二敢える

も0.2%

実際lて割審査妨鍛へ連れてい
ったりしないがそり意義など
Kついては教える

図 17 な

1.2% 

公共図書館は子供の本来δ芋習に
与えるから 四《内

'/.lc!]0 

公持翠書館¢源開は学校カ敬えるべきだ

2 8.0'70 

当面学校:図書館の利用で寸介であるから

回答数 1.487 

回答率 97.8% 

1.6% 

ぞお他

50.8% 

子供を実際(て図書銭諸施設につれて
ゆき園舎館のも苛意義などを程守主主'I':J
(嘩支え、積極自ヲ(c'::j供 (C称fjさぜた凡

7.9'70 

その他

5.4.9% 

呂答率1.047
回ち

親か教えるまでもなく子供は
どこからか知る7どろうから

164 
808% 

がある。さらに市民は身近在民主撃館施設の設置を望んでいることがグ臨書館に対する要望 Hの分

析結果からあきらかに左った。以上の点をまとめて考えてみれば、札幌市民は身近企図書館施設

を望んでいる ζ とがわかる。また今まで盟書館諸施設を一度も利用したととの念い理由は「暇が

をい j、「本は自分で資う jが 7訟を占めている。とのことは今後よ b国書館が利用され、伸び

ゐためには、臨書館施設がどのよう左立地条件をそ左えて念ければだとらえEいかを示す好例であゐ

(表人れれ図 12、13参照)。

2) 11盟主芸館kて対する婆主義 H をみてもわかゐ通 b、その要望の多くは「身近在図書室、図書コーナ

ーの充実 Jあるいは「小さくともよいから区単位K一つの図芸書館 J~L集中してなれ本の貸出し

とともに公共図書館の重要念業務、機能であるレアァレンスサービスK対すゐ要菜や、国主客館を

実際に運営していゐ臨書館職員Vζ対する婆撃が少をいζ とが目立つ。また図書館を単純に「本を

貸すところ Jあるいは「学生、浪人の勉強するととろ Jと忽っている人治半数近くいゐ。さらに
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間書館諸施設の利用状況等、とれらをまとめて考えてみれば、札幌市民の臨書館に対する意識は

まだ低いといえる(図岳、れれ 7，8，9，10、 11、表 9参照、)。

3) 今まで図書館諸施設を一度も利用したととの左い人が全体の 7劉にも及んでいるが、反面、会

体のマ割以上の人々が子供K対しては積極的にその利用を希望している。とのととを考えてみれ

ば、住民の関委舘に対する意識が必ずしもその利用と一致し設いという一つの〈いちがいがある

ととを示している。きて、子供κ対して積極的に教えていとうとする人々の半数が実際に子供に

利用さぜようとしているとと、今まで図番館言者施設を一度も利用したととの君主い人々でもその

半数が今後利用したいと積極的姿勢を示しているととを考え合わぜれば、札幌市民は密書館の価

値を認め、その教育的効果をある程度認めていて、図書館が大切をものであるとhう意識も保持

しているととを示していゐ。それゆえ、今後札幌市立関書館が伸びる条件は存在しているわけで、

問書館側がとれら積極的姿勢を示す人々、あるいはまだ不明の人々κ対してどう働きかけるかに

よって、今後の札幌市の関蓄舘活動の発展か左右されるともいえる(臨 12、 1岳、 1 5、 1 6、

1 7、表 8参照〉。

以上の点を議礎とし、公共国主書館の今後の発展方向と課題について、最後K述べてなきたい。

分析結果についてのまとめをさらに要約すれば、『市民は身近主主図番館施設を求めている。しか

し関書館のもつ機能、役割に対してまで充分在意識をもっているとはいえ念い。反面図書館を大切

に思う気持ちは大いにある。それゆえ、阻害鎗の対応、いかんによ担図警舘活動の進展が左右されるJ

といいうる。ととにないて、今後公共図書館が発展してい〈ための現状の諜題が出てきたといえ

る。つまり、今後、公共臨書館が市民へのサーピスの充実をはかり、市民が気軽に利用できゐょう

左身近左存在として受け入れられ、発展してい〈ためには、現状の課題として、第一t亡、図書館施

設の増設あみいは図審査官施設を現在の官庁関係施設よりももっと人の集まる公菌、駅、あるいはス

ーノごーマーケット、極地等の中に設けるとかの方策をも真剣に考えて行か主主ければ左ら左いのでは

念いか、ということがあげられゐ。そして、とれと平行して、盟書館の機能、役割をもっと市民の

聞に知らぜるために、図書館自体のPRも真剣K考えていか念ければ念ら念いのでは左いか、そし

てこれもまた現状の重要左課題では左いかと思われる。さらK、市民の阻害館を大切に思う気持ち

をどう育て、それを盟主挙総の今後の発展にどう結びつけてい〈のかも現状の密書館がまさに考えて

いか念ければ念ら左い重要1.i:課題といえる。そしてこれらの課題の克服が現状の図書館をよ b発展

させる主主要念要因とをると忍われる。

しかし左がら、この現状の課題の克服は、地方財致の慢性的在食器から〈るE望書館予算の食器、

あるいは百本の公共図撃館が教育委員会の所管;てあり図説官独自の行政体をもちえ念い左どの原因

によ b困難をきわめていゐ。そして、とうした地方財政の問題、図書館独自の行政体の問題は、札幌

市の図書館だけの開題ではをし日本の各都市の公共図書館のもつ悩みともいえる。密警館予算の

貧困は国書館諸施設の増設や国審舘自体のPRVL:多大左障害と在って沿h 障害館独自の行政体が

念いととは、図書館予算の貧困とも密接花結びついてなb、また、図書館が市民の要望を開き入士L、

市民の期待するよう左図書館、市民に愛される図書館K念ることを阻害している。とうし

にないて、身近に気軽κ利用できる鴎番館として市民の簡に根をなろし、恒常的念発展会望む念ら、

先に述べた現状の課題の克服とともに、財政問題、行政問題の解決というよ b大き念課題の克服が
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あるといえゐ。そしてとの大き設課題の克服がをされ、図芸書館が市民の要求に根ざした、市民の立

場κ立った臨書館として活動を展開してい〈ためには、住民の権利を保障する立場Vζ立った民主的

自治体の形成を〈ては考えられ念い。

一万とうした自治体の形成は、住民自治・地方自治の思想が基盤と左って;lò~ l] ，これら住民自治、

地方自治の思想は、考える市民、正確念資料、情報がいつでも自由に入手できる市民の存在が大詰

援と在っている。との意味Uてがいて図筆書館は住民自、冶、地方自治と深部κ卦いて結合しているとい

える。そのためにも、公共闘誓舘のもつ社会的資任は大きしまた考えゐ市民、資料、情報が正し

し自由に与えられる市民左〈して図警館の発展が望めだtいように、図零館の今後の発展と住渓自

治、地方自治の今後の発展は相剰的関係にあるというととができる。それゆえ、今後の図書館の一

つの発展方向はとうした視点に立ち、課題を克服してい〈ととによって見い出せるのではをいかと

思号。
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